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鈴
木
ひ
で
さ
ん（
本
町
・
こ
ま
ち

荘
入
所
）が
１
月
６
日
、
め
で
た
く

満
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
親

族
や
関
係
者
同
席
の
も
と
百
歳
賀
寿

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

宍
戸
町
長
が
記
念
品
を
贈
り
、
津

田
福
島
県
県
中
保
健
福
祉
事
務
所
副

所
長
か
ら
福
島
県
知
事
賀
寿
と
木
杯
、

小
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
花
束
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
こ
ま
ち
荘
と

家
族
会
か
ら
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

鈴
木
ひ
で
さ
ん   

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
!!

　

ひ
で
さ
ん
は
、
明
治
43
年
１
月
６

日
に
山
形
県
米
沢
市
で
生
ま
れ
、
昭

和
８
年
に
田
村
市
滝
根
町
に
嫁
ぎ
、

２
男
３
女
の
５
人
の
子
宝
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。

　

裁
縫
が
得
意
で
、
85
歳
ご
ろ
ま
で

編
み
物
や
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
ク
ッ

シ
ョ
ン
作
り
を
し
て
い
ま
し
た
。
長

生
き
の
秘
訣
は
、
好
き
嫌
い
な
く
何

で
も
よ
く
食
べ
、
前
向
き
に
生
き
る

こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に
長
生
き
で

き
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

　

現
在
、
小
野
町
在
住
の
１
０
０
歳

以
上
の
方
は
、
ひ
で
さ
ん
を
含
め
５

人
と
な
り
ま
す
。

記念品を受け取る　ひでさん

ご家族の皆さんに囲まれて

草野典子さん
厚生労働大臣表彰

（社会福祉功労者）を受賞!!

　

草
野
典
子
さ
ん（
塩
庭
一
区
民
生
委
員
）が

11
月
20
日
、
東
京
都
日
比
谷
公
会
堂
で
開
催

さ
れ
た
平
成
21
年
度
全
国
社
会
福
祉
大
会
で
、

厚
生
労
働
大
臣
表
彰（
社
会
福
祉
功
労
者
）を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
発
展
の
た
め
、
永
年
に
わ
た
り

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
た

功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

　

１
月
７
日
、
草
野
さ
ん
か
ら
宍
戸
町
長
へ

受
賞
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。
受

賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

渡辺みさと選手
ＪＯＣ全国都道府県対抗中学

バレーボール大会出場!!

　

渡
辺
み
さ
と
さ
ん（
小
野
中
学
校
３
年
・

本
町
）が
、
昨
年
12
月
25
日
か
ら
28
日
に
大

阪
府
で
開
催
さ
れ
た
Ｊ
Ｏ
Ｃ（
ジ
ュ
ニ
ア
・

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
カ
ッ
プ
）第
23
回
全
国
都

道
府
県
対
抗
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
福

島
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

渡
辺
さ
ん
は
、
大
会
前
に
町
長
室
を
訪
れ

「
小
野
町
の
看
板
を
背
負
い
福
島
県
代
表
と

し
て
、
一
戦
で
も
多
く
勝
ち
上
が
れ
る
よ
う

全
力
で
プ
レ
ー
し
ま
す
」と
意
気
込
み
を
語

り
ま
し
た
。
宍
戸
町
長
は「
自
信
を
持
っ
て

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」と
励
ま
し
、
激
励

金
を
贈
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

●
大
会
結
果

　

予
選
グ
ル
ー
プ
３
位（
０
勝
２
敗
）
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無火災・無災害を祈願し･･･
小野町消防出初式

　

小
野
町
と
小
野
町
消
防
団
主
催
に
よ
る

小
野
町
消
防
出
初
式
を
１
月
６
日
、
多
目

的
研
修
集
会
施
設
前
広
場
で
行
い
ま
し
た
。

　

式
に
先
立
ち
、
今
年
一
年
の
無
火
災
を

祈
願
し
火
伏
の
餅
つ
き
を
行
い
、
式
で
は

統
監
の
宍
戸
町
長
、
亀
田
団
長
か
ら
、
予

防
消
防
の
徹
底
に
努
め
る
よ
う
年
頭
の
訓

示
が
あ
り
ま
し
た
。
団
員
は
、
一
致
団
結

し
今
年
一
年
の
無
火
災
と
無
災
害
を
誓
い

合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
中
に
管
轄
区
域
内
で

火
災
の
な
か
っ
た
第
１
分
団
・
第
２
分

団
・
第
４
分
団
に
対
し
、
無
火
災
表
彰
を

行
い
ま
し
た
。

　

厳
寒
期
を
迎
え
、
火
気
を
使
用
す
る
機

会
が
増
え
て
い
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に

は
十
分
注
意
し
、
火
災
の
な
い
町
に
し
ま

し
ょ
う
。

無火災を祈願して火伏せの餅つき

　

小
野
地
区（
小
野
町
・
田
村
市（
滝
根

町
・
大
越
町
））安
全
協
会
主
催
に
よ
る
交

通
安
全
祈
願
祭
が
１
月
７
日
、
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
域
の
交
通
関
係
団
体
が
参
加
し
、

今
年
一
年
、
小
野
警
察
署
管
内
の
交
通
事

故
が
ゼ
ロ
と
な
る
よ
う
祈
願
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
に
よ
り
、

交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
祈
願
！

―
新
年
交
通
安
全
祈
願
祭
―

祈願祭に参加した皆さん

　

仲
町
交
通
安
全
母
の
会（
宗
像
淳
子
会
長
）

か
ら
12
月
10
日
、
町
へ
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
10
月
24
日
、
25
日
開
催
の

「
２
０
０
９
小
町
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」で

行
っ
た
バ
ザ
ー
の
売
上
金
を
、
町
の
交
通
安

全
活
動
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
寄
付

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
度
の
ご
厚
意
に
対
し
、
紙
上
よ
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

左から、宍戸町長、宗像淳子さん、神成トミ子さん

仲
町
交
通
安
全
母
の
会
の
皆
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
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小
野
町
少
年
野
球
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
員
と
保

護
者
52
人
が
12
月
６
日
、

小
野
新
町
駅
か
ら
小
野

新
町
小
学
校
近
辺
ま
で

清
掃
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

同
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

は
、
年
２
回
の
清
掃
活

動
を
実
施
し
て
お
り
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
だ
け
で

は
な
く
、
奉
仕
作
業
を

と
お
し
て
青
少
年
の
健

全
育
成
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
随
時
団
員

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

小
野
町
少
年
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

町
内
の
清
掃
活
動
を
実
施

熱戦！第26回小野町長杯武道(剣道・柔道)大会
　

第
26
回
小
野
町
長
杯
武
道（
剣
道
・
柔
道
）大
会
を
12
月
13
日
、

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

　

新
田
裕
司
選
手(

剣
道)

と
松
本
拓
磨
選
手(

柔
道)

が
力
強
く
選

手
宣
誓
を
し
、
競
技
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
参
加
し
た
選

手
50
人
は
、
日
ご
ろ
鍛
え
た
技
と
力
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
剣
道
】

●
小
学
校
低
学
年
の
部

　

優　

勝　

村
上　

健
太

　

準
優
勝　

新
田　

真
子

　

第
３
位　

生
天
目　

駿

　

第
３
位　

石
井　

野
絵

●
小
学
校
高
学
年
の
部

　

優　

勝　

新
妻　

佳
織

　

準
優
勝　

今
野　

駿
冶

　

第
３
位　

先
崎　

勝
重

　

第
３
位　

佐
藤　

瑞
稀

●
高
校
一
般
団
体
の
部

　

優　

勝　

チ
ー
ム
吉
田

　

準
優
勝　

飯
豊
剣
友
会

　

第
３
位　

小
野
Ａ

　

第
３
位　

小
野
剣
友
会

【
柔
道
】

●
小
学
校
低
学
年
の
部

　

優　

勝　

鈴
木　

里
彩

　

準
優
勝　

先
﨑　

佑
太

　

第
３
位　

西
牧　

良
太

●
小
学
校
中
学
年
の
部

　

優　

勝　

杉
田
槙
之
介

　

準
優
勝　

吉
田　

圭
佑

　

第
３
位　

二
瓶　
　

倫

●
小
学
校
高
学
年
の
部

　

優　

勝　

鈴
木
謙
太
朗

　

準
優
勝　

吉
田　

健
人

　

第
３
位　

松
本
羽
也
人

●
有
段
者
の
部

　

優　

勝　

大
楽　

剛
広

　

準
優
勝　

会
田　

国
英

　

第
３
位　

西
牧　

良
幸

　

第
３
位　

佐
藤　

拓
也

清掃活動の様子

左から、新田さん、松本さん柔道の皆さん

剣道　小学校低学年の部の皆さん剣道　小学校高学年の部の皆さん
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小
野
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
主
催
に

よ
る
第
14
回
小
野
町
書
初
め
大
会
が
１
月

17
日
、
多
目
的
研
修
集
会
施
設
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

町
内
の
小
中
学
生
１
１
０
名
が
参
加
し
、

学
年
ご
と
の
課
題
に
熱
心
に
取
り
組
み
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
見
事
な

作
品
を
完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

審
査
員
の
太
田
文
枝
先
生（
福
島
県
書

写
書
道
教
育
研
究
会
・
下
大
越
小
学
校

長
）、
吉
田
行
宏
先
生（
福
島
県
書
写
書
道

教
育
研
究
会
・
三
春
小
学
校
教
諭
）の
厳

正
な
審
査
の
結
果
、
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

心を込めて ていねいに･･･
第14回書初め大会

大賞を受賞された皆さん

●
大　

賞

　

白
石　

彩
華（
小
野
新
町
小
１
年
）

　

今
泉　

美
柚（
夏
井
第
一
小
２
年
）

　

吉
田
理
彩
子（
小
野
新
町
小
３
年
）

　

先
崎　
　

望（
小
野
新
町
小
４
年
）

　

阿
部　

峻
大（
夏
井
第
一
小
５
年
）

　

竹
川　

未
来（
小
野
新
町
小
６
年
）

　

根
本　

亜
樹（
小
野
中
３
年
）

●
準
大
賞

　

関　
　

智
哉（
小
野
新
町
小
１
年
）

　

清
野　

里
那（
夏
井
第
一
小
２
年
）

　

長
谷
川
美
咲（
浮
金
小
３
年
）

　

西
牧　

未
来（
夏
井
第
二
小
４
年
）

　

佐
藤　

莉
子（
小
野
新
町
小
５
年
）

　

藤
井　

温
子（
浮
金
小
６
年
）

　

郡
司　

文
恵（
小
野
中
３
年
）

●
特　

選

　

西
牧　

良
弥（
小
野
新
町
小
１
年
）

　

村
上
明
日
香（
小
野
新
町
小
２
年
）

　

藤
井
り
ょ
う（
浮
金
小
３
年
）

　

柏
原　

友
里（
小
野
新
町
小
４
年
）

　

藤
井　

雄
大（
浮
金
小
５
年
）

　

大
川
原
佑
季（
小
野
新
町
小
６
年
）

　

井
出　

知
里（
小
野
中
１
年
）

●
準
特
選

　

二
瓶　

那
菜（
小
野
新
町
小
１
年
）

　

草
野　
　

翼（
小
野
新
町
小
１
年
）

　

藤
井　

嵩
大（
浮
金
小
２
年
）

　

佐
藤　
　

希（
浮
金
小
２
年
）

　

長
久
保
翔
平（
夏
井
第
一
小
３
年
）

　

吉
田　

透
子（
夏
井
第
二
小
３
年
）

　

籠
田　

未
智（
小
野
新
町
小
４
年
）

　

西
牧　

風
花（
小
野
新
町
小
４
年
）

　

佐
藤　

沙
彩（
夏
井
第
一
小
５
年
）

　

会
田　

美
幸（
小
野
新
町
小
５
年
）　

　

宗
像　

邑
汰（
浮
金
小
６
年
）

　

石
井　

大
揮（
夏
井
第
二
小
６
年
）

　

草
野　

真
優（
小
野
中
２
年
）

　

先
崎　
　

士（
小
野
中
３
年
）

　
　
　

●
秀　

作

　

根
本　

隼
輔（
小
野
新
町
小
１
年
）

　

有
賀　

友
梨（
小
野
新
町
小
２
年
）

　

石
井　

裕
人（
夏
井
第
一
小
２
年
）

　

長
久
保
絢
子（
夏
井
第
一
小
２
年
）

　

小
泉
友
梨
乃（
小
野
新
町
小
２
年
）

　

新
田　

公
洋（
浮
金
小
３
年
）

　

先
崎　

杏
美（
小
野
新
町
小
３
年
）

　

新
田　

真
子（
浮
金
小
３
年
）

　

松
本　

光
大（
小
野
新
町
小
３
年
）

　

西
牧　

真
尋（
小
野
新
町
小
４
年
）

　

小
野　

廣
徳（
夏
井
第
二
小
４
年
）

　

赤
坂　

菜
摘（
小
野
新
町
小
４
年
）

　

竹
川　

大
樹（
小
野
新
町
小
４
年
）

　

宗
像　

拓
巳（
浮
金
小
５
年
）

　

吉
田　

健
人（
飯
豊
小
５
年
）

　

先
崎　
　

平（
夏
井
第
一
小
５
年
）

　

籠
田　

充
喜（
小
野
新
町
小
５
年
）

　

鈴
木
ま
り
や（
夏
井
第
一
小
６
年
）

　

鈴
木　

望
夢（
夏
井
第
一
小
６
年
）

　

吉
田　

彩
香（
夏
井
第
二
小
６
年
）

　

新
田　

裕
司（
浮
金
小
６
年
）

　

長
久
保
南
美（
小
野
中
１
年
）

　

佐
藤　

佳
子（
小
野
中
１
年
）

　

宗
像　

寿
季（
浮
金
中
２
年
）

　

長
久
保
太
洋（
小
野
中
２
年
）　　
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小野町地域新エネルギービジョンを策定
　

第
４
回
小
野
町
地
域
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
を
１

月
22
日
、
役
場
会
議
室
で
行
い
ま

し
た
。

　

委
員
会
の
中
で
、「
小
野
町
地

域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」が

承
認
さ
れ
、
委
員
会
終
了
後
、
委

員
長
の
鈴
木
晴
彦
福
島
工
業
高
等

専
門
学
校
教
授
か
ら
宍
戸
町
長
へ

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
野
町
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
に
あ
た
り
、
昨
年

７
月
に
学
識
経
験
者
・
関
係
団

体
・
町
民
代
表
・
行
政
関
係
者
で

構
成
さ
れ
る
小
野
町
地
域
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
を

設
置
し
、
小
野
町
の
地
域
特
性
に

　

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
は「
太ひ

か

り陽
と

森も

り林
に
い
き
づ
く
エ
コ
の
ま
ち
」

を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
太
陽
光
と

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

有
効
利
用
を
柱
と
し
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
方
針
や
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
の
導
入
支
援

や
普
及
啓
発
活
動
な
ど
を
行
い
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
さ
ん
・
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成23年歌会始のお題と詠進歌の詠進についてのお知らせ
　平成23年歌会始のお題は「葉」です。
　お題は「葉」ですが、「若葉（わかば）」「落葉（らくえふ）」「葉緑素（えふりょくそ）」のように「葉」の文字
の入った熟語を使用しても差し支えありません。

　疑問がある場合は、宮内庁式部職あてに郵便番号・住所・氏名を記入し、返信用切手をはった封筒
を添えて、９月20日(月)までにお問い合わせください。
　また、宮内庁ホームページ（http://www.kunaicho.go.jp）をご覧ください。

●永進歌の詠進要領
①詠進歌は、お題を詠み込んだ自作の短歌で１

人１首とし、未発表のものに限ります。
②書式は、習字用の半紙を横長にし縦書きで、

右半分にお題と短歌、左半分に郵便番号・住
所・電話番号・氏名（本名、ふりがな）・生年
月日・職業（なるべく具体的に）をご記入くだ
さい。職業について、現在無職の方で以前に
職業に就いたことがある場合は、なるべく元
の職業をご記入ください。主婦の方は「主婦」
とご記入いただいてかまいません。

③記載事項は、すべて毛筆で自書してください。
④病気または身体の障がいのため毛筆で自書す

ることができない場合は、次のとおりです。
ア)代筆。別紙に代筆の理由、代筆者の住所・

氏名を記入し添付。
イ)本人がワープロやパソコンなどを使用して

印字。別紙に機器を使用した理由を記入し
添付。

ウ)視覚障がいの方は、点字で詠進してもかま
いません。

●注意事項
　次の場合、詠進歌は失格となりますので、ご注
意ください。

①お題を詠み込んでいない場合、短歌の定型で
ないもの、用紙が縦長の場合。

②１人で２首以上詠進した場合や毛筆でない場合
③既に発表された短歌と同一または著しく類似

した短歌の場合
④歌会始の行われる前に、新聞・雑誌・その他

の出版物・年賀状などにより発表した場合。
⑤代筆の理由書を添えた場合を除き、同筆と認

められるもの
⑥詠進要領によらないもの

●詠進の期間
　９月30日（木）まで　※当日消印有効です。

●あて先
　〒１００－８１１１　宮内庁
　封筒に「詠進歌」とご記入ください。詠進歌は小
　さく折って封入してかまいません。

応
じ
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
可

能
性
や
導
入
方
策
等
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
４
回
に
わ
た
り
審
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

鈴木委員長から承認された
ビジョンを受け取る宍戸町長
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光ファイバでできること ◆問い合わせ
　小野町光ファイバ推進協議会（企画商工課）
　☎７２－６９３９

インターネット編①
インターネットってなあに？

　小野町光ファイバ推進協議会では、皆さんからのご要望と高度情報化時代に対応するため、
　町内全域で光ファイバサービスを利用できるよう積極的に活動しています。
　今後、皆さんのご理解を深めていただけるよう、光ファイバについてお知らせします。
　疑問に思っていることや聞きたいことがありましたら、お気軽にご連絡ください。

じぃさんや、
インターネットって
知ってるかの？

も、もちろん知ってるわい。
ばぁさんにインターネットについて
説明しようかのう。
･･･事務局さん、後は任せたぞ。

はい。それでは、インター
ネットについて簡単にご説
明します。

STEP１

　２台以上のパソコンをつなぐことを
「ネットワーク」といいます。

データや情報が共
有できるため、と
ても便利！ STEP２

　全国には、企業や官公庁、
団体、学校などたくさんの
ネットワークがあります。
　それらが相互につながり、
大きなネットワークになり
ました。

STEP３

　国規模でネットワークが拡大し、世界の
国々とつながるようになりました。
　日本のような
島国は、海中
ケーブルなどで
他国とつながっ
ています。 STEP４

　国同士がつながり、世界中に網の目のような
ネットワークが形成されました。
　このように、たくさんのネットワークが相互
につながっているこ
とが･･･
「インターネット」と
いわれているもので
す。

 

 

 

なるほどの～
だから隣の家や他
県の人、世界中の
人と通信ができる
んじゃな。

簡単じゃろ。
電話の仕組みと同じ
じゃな。
（なるほど、そういう
ことじゃったのか…）

次回は「どうつなぐ？私と
インターネット」をご紹介
します！
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未来へ向かって
まっすぐに…

　成人式を１月10日、多目的研修集会施設で行いました。
　平成元年４月から平成２年３月生まれまでの新成人 131人 ( 男性 55人
･女性 76人 ) が参加しました。
　佐久間冬美さん (浮金 ) が町民憲章を朗読したあと、新成人一人ひとりの
名前を読み上げて紹介し、郡司美妃さん (小戸神 ) が代表として成人証書を
受け取りました。
　最後に、鈴木健之さん (飯豊下 ) が「今まで出会った皆さんに感謝し、今
日から成人としての責任と自覚を新たに自分の人生を歩んでいきたい」と誓
いのことばを述べました。
　新成人は、友人や先生、地域の方々、そして家族への感謝の気持ちを胸に
“大人”としての第一歩を歩みだしました。
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新成人に聞いてみました！
　　成人式を迎えた感想は？
　　　　　　　　　これからの目標は？

　大人の仲間入りした実感はな
いけど、自立を目指してお世話
になった人たちに恩返しする !!
人生初社会人もがんばるぞー☆

　成人式を迎え、二十歳になっ
ての抱負は、社会人としての心
構えをしっかり持ち、日々がん
ばっていきたいです。

　成人を迎え、社会人としての
自覚と責任を持ち、将来を見据
えた計画を立てて行動したいと
思っています。

吉田　祐規さん (和名田 )安保  奈津美さん(小戸神)先崎  広善さん(小野山神)

　いよいよ大人の仲間入りで
す。これからは、現状に満足す
ることなく、自分の夢に向かっ
て日々努力していきたいです。

　私は二十歳を迎えて、もう少
し大人というのを実感しつつ、
毎日をキラキラさせて楽しんで
いきたいです。

中茎  千明さん (平館 )

　私は、自分自身に負けず様々
なことに挑戦し、自分らしい花
を咲かせられるように努力して
いきたいと思います。

冨沢  太輝さん (本町 )常恒  静華さん(塩庭二区)
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町民憲章を朗読する佐久間 冬美さん

平成 22 年成人式
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新成人が生まれた年
こんなことがありました

1989年４月
●消費税がスタート（税率３％）
●小野町初の外国語指導助手として、
　ナタリア・メロさん来町
５月
●高柴山に展望台が完成
６月
●田村郡内初、飯豊小学校に緑の少年
　団発足
７月
●諏訪・古峯遊歩道（みどりのこみち）
　開通
８月
●成人式開催（15日）
10月
●第９回町民運動会開催
12月
●交通死亡事故ゼロ1000日達成
1990年３月
●保育園、幼稚園、児童館の新しい名
　称決まる（４月１日からスタート）

成人証書を受け取る郡司 美妃さん誓いのことばを述べる鈴木 健之さん

友人との思い出が
また１つ増えました



広報　おのまち　12

　

人
と
し
て
は
じ
め
て
呼
ば
れ
る
の
が
、
つ
け
ら

れ
た
名
前
だ
。
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
と
か
セ
カ
ン

ド
ネ
ー
ム
の
説
明
は
省
く
と
し
て
、
母
親
の
胎
内

か
ら
出
た
と
た
ん
に「
た
だ
お
！
」「
た
だ
お
」・
・
・

「
た
だ
お
」と
呼
び
か
け
る
。
毎
日
毎
日
刷
り
込
み

を
さ
れ
て
い
く
。
そ
れ
で
、赤
ん
坊
は
自
分
が「
順

子
」だ
と
か「
克
己
」だ
と
か
認
識
を
す
る
。
生
ま

れ
た
と
き
に
名
前
を
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
は
み
な

同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
小
学
生
、
中
学
生
と
、

そ
れ
ぞ
れ
人
生
が
方
向
づ
け
ら
れ
て
い
く
。
運
が

悪
い
人
、
運
が
よ
い
人
、
そ
れ
は
誰
に
も
わ
か
ら

な
い
、
知
っ
て
い
る
の
は
神
様
だ
け
な
の
だ
。
悪

か
っ
た
と
き
に
神
様
を
恨
ん
で
は
い
け
な
い
と
思

う
。

　

さ
て
、
就
職
、
進
学
を
す
る
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
が

が
ら
り
と
変
わ
る
。「
櫛
田
君
」と
か
、「
橋
本
さ
ん
」

と
か
、「
佐
藤
」と
呼
ば
れ
る
。
そ
う
ゆ
う
ふ
う
に

呼
ば
れ
る
と
、
な
ん
と
な
く
大
人
に
な
っ
た
よ
う

な
満
足
感
に
浸
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
気
が
つ
か

な
い
う
ち
に
、
自
分
の
名
前
は
書
類
等
に
サ
イ
ン

を
す
る
と
き
の
付
録
み
た
い
に
な
っ
て
い
た
。

　

女
性
の
場
合
に
は
結
婚
す
る
こ
と
で
名
字
が
変

わ
る
。
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
責
任
が
重
く
な
り

よ
き
嫁
に
な
る
よ
う
に
努
力
す
る
。
姑
や
小
姑
に

神
経
を
使
い
な
が
ら
子
を
産
み
育
て
つ
つ
徐
々
に

わ
が
地
位
を
ひ
ろ
げ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

男
は
コ
ツ
コ
ツ
と
、
黙
々
と
働
き
続
け
て
い
く
。

そ
れ
ぞ
れ
日
々
努
力
し
て
生
活
を
し
て
い
く
、
気

が
つ
け
ば
お
墓
や
、
墓
石
の
広
告
を
何
の
違
和
感

も
な
く
見
て
い
る
。
そ
し
て
還
暦
と
も
な
る
と

「
ク
ラ
ス
会
」「
同
窓
会
」と
か
、「
ふ
る
さ
と
小
野

町
会
」と
か
に
参
加
し
て
み
よ
う
か
な
と
そ
ん
な

気
分
に
な
っ
て
く
る
。

　

さ
て
参
加
し
て
み
る
と
、
妙
な
雰
囲
気
が
感
じ

ら
れ
る
。
全
員
が
老
け
て
は
い
る
が
、
決
し
て
別

人
で
は
な
い
。
田
舎
弁
や
標
準
語
で
は
な
い
何
か

が
違
う
。
そ
う
だ
こ
れ
が
一
番
違
う
。
皆
が
名
前

で
呼
び
合
っ
て
い
る
。「
敦
也
」、「
日
出
子
」、「
克

己
」、
子
ど
も
の
こ
ろ
に
帰
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
ん
な
こ
と
は
い
ま
ま
で
体
験
し
た
こ
と
が
な

く
、
不
思
議
な
気
分
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
う

な
の
だ
、
生
ま
れ
て
初
め
て
呼
ば
れ
た
自
分
の
名

前
が
、
こ
ん
な
に
旋
律
が
良
か
っ
た
こ
と
に
気
が

つ
い
た
。
話
題
な
ん
か
ど
う
で
も
い
い
、
こ
の
雰

囲
気
に
浸
る
だ
け
で
幸
せ
な
気
分
で
あ
る
。

　

年
上
の
い
と
こ
た
ち
は「
た
け
ひ
ろ
」、「
た
け

ひ
ろ
」と
呼
び
つ
け
る
。「
は
い
」と
返
事
す
る
自

分
、
き
び
き
び
と
動
き
た
く
な
る
自
分
、
そ
し
て

は
し
ゃ
ぎ
た
く
な
っ
て
い
る
自
分
に
驚
い
て
し

ま
っ
た
。
苗
字
の
世
界
と
、
名
前
の
世
界
が
別
々

に
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
名
前
の

世
界
は
母
親
の
膝
元
に
い
た
こ
ろ
と
同
じ
だ
、
暖

か
く
安
心
感
が
あ
る
。

　

誠
に
不
思
議
な
こ
と
に
気
が
つ
き
、
今
で
は

せ
っ
せ
と「
ふ
る
さ
と
小
野
町
会
」や「
ク
ラ
ス
会
」

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

名
前
の
世
界
・
苗
字
の
世
界

先
崎
　
威
洋

（
飯
豊
出
身
・
神
奈
川
支
部
長
）

ふ
る
さ
と
小
野
町
会

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

　

昨
年
９
月
の
敬
老
会
で
、

敬
老
祝
金
と
し
て「
小
町

さ
く
ら
商
品
券
」を
お
渡

し
し
ま
し
た
。

　

商
品
券
の
有
効
期
限
は
、

３
月
11
日(

木)

ま
で
で
す
。

有
効
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま

う
と
、
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
お
手
元
に

商
品
券
が
残
っ
て
い
な
い

か
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
利
用
し
て
い
な
い

方
は
、『
小
町
さ
く
ら
商

品
券
取
扱
加
盟
店
』の
表

示
が
あ
る
商
店
等
で
、
お

早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課

　

☎
７
２
ー
６
９
３
４

昨年９月の敬老会の様子

臨
時
保
育
士
等
の

登
録
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
町
立
保
育
園
、
幼
稚
園
、

児
童
園
の
業
務
を
円
滑
に
行
う
た
め
、

臨
時
保
育
士
等
の
登
録
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

　

今
回
登
録
さ
れ
た
方
は
、
４
月
以

降
に
臨
時
的
に
保
育
士
等
の
雇
用
が

必
要
に
な
っ
た
場
合
の
選
考
対
象
者

と
な
り
ま
す
。
現
在
は
保
育
士
等
と

し
て
仕
事
を
し
て
い
な
い
方
で
も
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
登
録
さ
れ
た
方
が
必
ず
し

も
雇
用
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
登
録
に
必
要
な
資
格
等

　

保
育
士
資
格

　

幼
稚
園
教
諭
免
許

　
（
学
校
教
諭
免
許
も
可
）

●
受
付
期
間

　

２
月
12
日（
金
）〜
３
月
５
日（
金
）

　

※
土
曜
日
、
日
曜
日
を
除
く

●
提
出
書
類

　

履
歴
書（
市
販
の
も
の
で
可
）

　

資
格
等
証
明
書
の
写

◆
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
課

　

☎
７
２
―
６
７
８
０

小町さくら商品券（敬老祝金）は
　　　　　　　　　　利用しましたか？



 

◆問い合わせ　ふるさと文化の館　☎７２－２１２０

❖❖❖❖❖❖　ふるさと文化の館情報　❖❖❖❖❖❖
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○図書館 ――――――――――――――――――――――――――――――

○美術館 ――――――――――――――――――――――――――――――

◇リサイクル本まつり

布絵本サークル

◇卒園児絵画展開催中！

◇サークルのご案内

小野町スケッチサークル

【開催日】２月20日(土)、21日(日)
　　　　  午前９時～午後５時

【活動日】毎月第２土曜日、午後１時から

　美術館の「布の絵本展」をきっかけにできた
サークルです。
　サークルのメンバーで材料を持ち寄り、いろ
いろな布絵本や布おもちゃを作っています。
　ゆっくりじっくり作品を作っていますので、
手芸が好きな方や手作りおもちゃを作って見た
い方、興味のある方はぜひ一度おいでください。

※サークルで作った作品は、図書館で活用させ
ていただいています。

　今年、町内の幼稚園・保育園・児童園を卒園
する園児の作品展です。21日（日）まで開催し
ていますので、ご家族でご覧ください。

　ふるさと文化の館では、現在、２つのサーク
ルが活動しています。
　どなたでも参加することができますので、興
味のある方はぜひご参加ください。
　詳しくは、文化の館へお問い合わせください。

　図書館で保存年限を過ぎた雑誌などを無料でお譲
りします。
　ご希望の方は、開催日にお越しください。

【活動日】毎月第４土曜日、午後１時から

　芸術文化体験講座「スケッチ講座」からできた
サークルです。
　自分たちで自由に絵を描くことはもちろん、
年に数回、講師の先生をお願いして講評会や野
外スケッチなども行っています。
　画材やスケッチブックなどは各自で準備し、
講師の先生への謝礼として年間2,000円の会費
が必要になります。
　活動を見学することもできますので、興味の
ある方はぜひ一度おいでください。

サークルで作成した布おもちゃ サークル活動の様子
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地域包括支援センターを利用しましょう

地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター

主任ケアマネジャー 保健師 社会福祉士

自立して生活できるよう支援します

なんでもご相談ください さまざまな方面から皆さんを支えます

介護予防ケアマネジメント

総　合　相　談 包括的・継続的ケアマネジメント

皆さんの権利を守ります
権　利　擁　護

●要支援１・２と認定された人は、介護保険の介護予
防サービスを利用できます。

●支援や介護が必要となるおそれの高い人や自立した
生活をしている人などは、町が行う介護予防事業を
利用できます。

●皆さんが安心していきいきと暮らせるよう、皆さん
の持つさまざまな権利を守ります。虐待を早期に発
見したり、成年後見制度の紹介や、消費者被害など
に対応します。

●介護に関する相談や悩み以外にも、福祉や医療など、
なんでもご相談ください。

●暮らしやすい地域にするため、さまざまな機関との
ネットワークをつくり調整します。

　

ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
で
所
得
税
の
確
定
申

告
を
行
う
と「
電
子
証
明
書
等
特
別

控
除
」、「
第
三
者
作
成
書
類
の
添
付

省
略
」、「
還
付
金
の
早
期
処
理
」な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(w

w
w

.
nta.go.jp)

の「
確
定
申
告
書
作
成

コ
ー
ナ
ー
」で
は
、
そ
の
ま
ま
ｅ
ー

Ｔ
ａ
ｘ
へ
送
信
で
き
る
申
告
用
デ
ー

タ
を
簡
単
に
作
成
で
き
ま
す
。
ま

た
、
作
成
し
た
デ
ー
タ
を
紙
に
出
力

し
て
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
！

※
確
定
申
告
書
作
成
会
場
は
、
今
年

　

も「
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
」

　

で
す
。

●
開
設
期
間

　

２
月
１
日（
月
）〜
３
月
15
日（
月
）

　

土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
。

●
開
設
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◆
問
い
合
わ
せ

　

郡
山
税
務
署

　

☎
０
２
４
ー
９
３
２
ー
２
０
４
１

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

(

午
前
０
時)
現
在
で
運
輸
支
局
の
登

録
名
義
人
で
あ
る
所
有
者(

割
賦
販

売
に
よ
る
購
入
の
場
合
は
使
用
者)

が
、
５
月
31
日
ま
で
に
納
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
防
止
そ
の
１

　

抹
消
等
の
手
続
き
は
、
３
月
31
日

ま
で
に
運
輸
支
局
で
登
録
し
ま
し
ょ

う
。

　

自
動
車
を
譲
渡
し
た
り
、
下
取
り

に
出
し
た
り
、
廃
車
に
し
た
と
き
は

必
ず
運
輸
支
局
で
登
録
し
ま
し
ょ

う
。
３
月
31
日
ま
で
に
抹
消
の
登
録

を
し
な
い
と
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
防
止
そ
の
２

　

転
居
を
し
た
ら
、
車
検
証
の
住
所

変
更
を
運
輸
支
局
で
登
録
し
ま
し
ょ

う
。

　地域包括支援センターでは、主任ケアマネジャー、社会福祉士、保健師などが中心となって
皆さんの支援を行います。３人は専門分野の仕事だけを行うのではなく、互いに連携をとり、
総合的に皆さんを支えていきます。

◆問い合わせ　地域包括支援センター（健康福祉課内）　☎７２－２１２８

確
定
申
告
は
国
税
電
子
申
告
・
納

税
シ
ス
テ
ム(

ｅ
㆐
Ｔ
ａ
ｘ)

で
！

ご
存
知
で
す
か
？

自
動
車
税トラ

ブ
ル
防
止
３
か
条

３
月
31
日
ま
で
に
運
輸
支
局
へ
登
録
を
！
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●
老
齢
給
付
の
受
給
者
に
送
付

　

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
お

よ
び
共
済
組
合
な
ど
か
ら
支
給
さ

れ
る
公
的
年
金
等
は
、
所
得
税
法

上「
雑
所
得
」と
み
な
さ
れ
、
所
得

税
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

国
民
年
金
法
等
に
お
い
て
、
障
が

い
も
し
く
は
死
亡
を
支
給
事
由
と

す
る
年
金
は
課
税
し
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
老
齢
も
し
く

は
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金

に
つ
い
て
の
み
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

公
的
年
金
等
の
支
払
者（
厚
生

労
働
省
・
各
共
済
組
合
）は
、
所

得
税
が
老
齢
年
金
等
か
ら
源
泉
徴

収
さ
れ
た
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、

老
齢
年
金
等
を
受
け
て
い
る
方
全

員
に「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
」を
作
成
し
、
そ
の
年
の
翌
年

１
月
31
日
ま
で
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
厚
生
労
働
省
か
ら

委
託
さ
れ
た
日
本
年
金
機
構
で
は
、

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
の
対

象
と
な
る
年
金
受
給
者
の
方
々
に

平
成
21
年
分
の
源
泉
徴
収
票
を
作

成
し
、
平
成
22
年
１
月
末
日
ま
で

に
届
く
よ
う
、
１
月
15
日
か
ら
順

次
送
付
し
ま
し
た
。

　

源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い

る
事
項
は
、
そ
の
年
の
一
年
間
に

支
払
わ
れ
た
年
金
の
総
額
、
社
会

保
険
料
の
金
額（
介
護
保
険
料
額
、

国
民
健
康
保
険
料
お
よ
び
長
寿
医

療
保
険
料
）、
源
泉
徴
収
税
額
お

よ
び
控
除
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

65
歳
未
満
で
年
金
の
支
払
額
が

１
０
８
万
円
に
満
た
な
い
方
と
、

65
歳
以
上
で
年
金
の
支
払
額
が

１
５
８
万
円
に
満
た
な
い
方
に
つ

い
て
は
、
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ

れ
ま
せ
ん
。

●
確
定
申
告
の
際
に
必
要
で
す

　

２
つ
以
上
の
年
金
の
支
払
者
に

扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提
出
し
て

い
る
方
や
、
年
金
以
外
に
給
与
等

の
所
得
が
あ
る
方
、
ま
た
は
公
的

年
金
等
の
雑
所
得
の
合
計
額
が
各

種
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る

方
な
ど
は
、
確
定
申
告
を
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
源
泉

徴
収
票
は
、
そ
の
際
に
、
添
付
書

類
と
し
て
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
老
齢
年
金
等
か
ら
特
別
徴
収

さ
れ
て
い
な
い
介
護
保
険
料
な
ど

の
社
会
保
険
料
が
あ
る
場
合
は
、

確
定
申
告
を
行
い
、
所
得
税
の
過

不
足
分
を
精
算
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

万
一
、
源
泉
徴
収
票
を
紛
失
さ

れ
た
場
合
や
未
着
の
場
合
等
に
は
、

日
本
年
金
機
構
の
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー（
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
）に
お

い
て
源
泉
徴
収
票
の
再
交
付
の
受

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
ー
０
５
ー
１
１
６
５

　

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　

☎
０
３
ー
６
７
０
０
ー
１
１
６
５

◆
受
付
時
間

　

月
〜
金
曜
日

　
　

午
前
８
時
30
分
〜

　
　

午
後
５
時
15
分

　

※
た
だ
し
月
曜
日（
月
曜
日
が

　
　

休
日
の
場
合
は
火
曜
日
）は

　
　

午
後
７
時
ま
で
受
付
け
て
い

　
　

ま
す
。

　

第
２
土
曜
日

　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

※
日
曜
と
第
２
を
除
く
土
曜
日
、

　
　

祝
日
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

　
　

せ
ん
。

　

ま
た
、
来
訪
に
よ
る
源
泉
徴
収

票
の
再
交
付
の
受
付
、
そ
の
他
の

年
金
相
談
に
つ
い
て
は
、
年
金
事

務
所
お
よ
び
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
問
い

合
わ
せ
等
の
際
は
、
年
金
証
書
の

基
礎
年
金
番
号
・
年
金
コ
ー
ド
を

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

国

民

年

金

コ
－

ナ

－

 

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
し
た

　

住
民
票
を
異
動
し
て
も
車
検
証
の

住
所
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
運
輸
支
局

に
登
録
し
ま
し
ょ
う
。

　

や
む
を
得
ず
手
続
が
で
き
な
い
と

き
は
、
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ト
ラ
ブ
ル
防
止
そ
の
３

　

納
税
証
明
書
は
、
車
検
証
と
い
っ

し
ょ
に
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
動
車
の
継
続
検
査(

車
検)

を
受

け
る
際
に
は
納
税
証
明
書
が
必
要
で

す
。
自
動
車
税
を
納
め
た
と
き
に
交

付
さ
れ
る
領
収
証
書
に
納
税
証
明
書

が
つ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
券
も
次
回
の

車
検
時
や
廃
車
時
に
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
車
検
証
と
い
っ
し
ょ
に
大

切
に
保
管
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

＊
登
録
手
続
を
依
頼
し
た
場
合
は
、

　

登
録
が
済
ん
で
い
る
こ
と
を
必
ず

　

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ

▽
自
動
車
の
登
録
に
つ
い
て

　

東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

　

☎
０
５
０
ー
５
５
４
０
ー
２
０
１
５

　

い
わ
き
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

　

☎
０
５
０
ー
５
５
４
０
ー
２
０
１
６

▽
自
動
車
税
に
つ
い
て

　

県
中
地
方
振
興
局
県
税
部
課
税
第

　

二
課

　

☎
０
２
４
ー
９
３
５
ー
１
２
６
１

　

☎
０
２
４
ー
９
３
５
ー
１
２
６
４

　

２
月
23
日
は
、
税
理
士
記
念
日
で

す
。

　

記
念
行
事
と
し
て
、
延
べ
50
人
の

税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
行
い

ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
日
時

　

２
月
23
日（
火
）・
24
日（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所

　

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
郡
山
店
５
階

　

西
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ル
ー
ム

　

☎
０
２
４
ー
９
３
９
ー
３
２
１
１

●
相
談
内
容

　

所
得
税
・
消
費
税
・
相
続
税
・
贈

与
税
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ

　

郡
山
税
務
署

　

☎
０
２
４
ー
９
２
２
ー
９
４
８
８

税
の
無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ
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福
島
財
務
事
務
所
で
は
、
自
ら
の

収
入
で
返
済
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
借

金
を
抱
え
お
悩
み
の
方
か
ら
の
相
談

に
無
料
で
応
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
必
要
に
応
じ
弁
護
士
や
司

法
書
士
な
ど
の
専
門
家
に
引
き
継
ぎ

を
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
受
付
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◆
相
談
・
問
い
合
わ
せ

　

財
務
省
東
北
財
務
局
福
島
財
務
事

　

務
所

　

☎
０
２
４
ー
５
３
３
ー
０
０
６
４

　

福
島
地
方
法
務
局
で
は
、
法
務
局

職
員
・
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
無
料

相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
日
時

　

２
月
20
日（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所

　

福
島
地
方
法
務
局
郡
山
支
局

　
（
郡
山
市
桑
野
二
丁
目
１
ー
４
）

●
相
談
内
容

　

不
動
産
・
商
業
登
記
の
手
続
・
土

地
の
境
界
問
題
・
遺
産
相
続
・
戸
籍

や
国
籍
問
題
・
家
庭
内
問
題
・
い
じ

め
体
罰
問
題
・
虐
待
問
題
・
差
別
問

題
・
成
年
後
見
な
ど

●
電
話
相
談

　

電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

☎
０
２
４
ー
５
３
４
ー
２
０
２
１

　

☎
０
１
２
０
ー
０
０
７
ー
１
１
０

　

☎
０
５
７
０
ー
０
７
０
ー
８
１
０

◆
問
い
合
わ
せ

　

福
島
地
方
法
務
局

　

☎
０
２
４
ー
５
３
４
ー
１
９
８
３

　

最
近
、
調
理
中
の
ガ
ス
コ
ン
ロ
か

ら
の
出
火
が
増
え
て
お
り
、
例
年
、

火
災
原
因
の
上
位
を
占
め
て
い
ま

す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
火
災
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
調
理
中
は
ガ
ス
コ
ン
ロ
か
ら
離
れ

　

な
い
。

●
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
周
り
に
燃
え
や
す

　

い
も
の
を
置
か
な
い
。

●
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
周
り
を
定
期
的
に

　

清
掃
し
、
特
に
魚
焼
き
グ
リ
ル
や

　

換
気
扇
の
油
汚
れ
を
こ
ま
め
に
清

　

掃
す
る
。

●
台
所
で
使
用
す
る
電
気
器
具
の
コ

　

ン
セ
ン
ト
に
は
、
水
が
か
か
ら
な

　

い
よ
う
に
す
る
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

郡
山
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
０
２
４
ー
９
２
３
ー
８
１
７
２

　

住
宅
火
災
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
た

方
の
６
割
以
上
が
65
歳
以
上
の
高
齢

者
で
、「
逃
げ
遅
れ
」が
主
な
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
就
寝
時
間
帯
に
お
け
る
逃
げ

遅
れ
が
多
い
た
め
、
す
べ
て
の
住
宅

の
寝
室
や
階
段
な
ど
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
必
要
で
す
。

　

安
全
・
安
心
の
た
め
に
、
早
め
に

取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

●
設
置
場
所

　

寝
室
・
階
段（
２
階
に
寝
室
が
あ

　

る
場
合
）　

↓　

煙
感
知
器

●
設
置
推
奨
場
所

　

台
所
↓　

熱
感
知
器

◆
問
い
合
わ
せ

　

郡
山
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
０
２
４
ー
９
２
３
ー
８
１
７
２

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
列
車
運
転
の
保

安
の
た
め
、
磐
越
東
線
の
除
草
剤
散

布
を
行
い
ま
す
。

　

除
草
剤
飛
散
等
の
事
故
防
止
に
努

め
、
慎
重
に
散
布
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
実
施
区
間

　

磐
越
東
線　

川
前
駅
〜
神
俣
駅
間

●
実
施
期
間

　

２
月
20
日（
土
）〜
２
月
28
日（
日
）

●
時
間
帯

　

気
流
の
安
定
し
た
夜
間

　
（
午
後
12
時
〜
翌
朝
５
時
こ
ろ
）

●
散
布
範
囲

　

線
路
の
砕
石
部
分
の
み

●
散
布
方
法

　

飛
散
防
止
カ
バ
ー
を
使
用
し
た
手

　

撒
き（
歩
行
散
布
）

●
散
布
薬
剤

　

ハ
ー
ビ
ッ
ク
・
ゼ
ロ
グ
ラ
ス
液
剤

●
施
行
業
者

　

仙
建
工
業
株
式
会
社
郡
山
出
張
所

　

☎
０
２
４
ー
９
４
４
ー
１
１
５
２

◆
問
い
合
わ
せ

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
郡
山
保
線
技
術
セ
ン

　

タ
ー

　

☎
０
２
４
ー
９
２
２
ー
０
５
６
６

多
重
債
務
相
談
窓
口
の
ご
案
内

ガ
ス
コ
ン
ロ
か
ら
の

　
　

 

出
火
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

法
務
な
ん
で
も
無
料
相
談
会

　
　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
の
お
知
ら
せ

線
路
除
草
剤
を
散
布
し
ま
す

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　
　
　
設
置
は
お
早
め
に
！

警
報
器  

命
の
危
険
を

                  

知
ら
せ
ま
す

広　

告　

欄
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総
務
省
で
は
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ

ス
を
安
心
・
快
適
に
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
、
利
用
者
の
視
点
に
立
っ

た
情
報
通
信
行
政
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
利

用
者
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
幅
広
く

お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、
今
後
の
情
報

通
信
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
東

北
総
合
通
信
局
は
平
成
22
年
度
電
気

通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格

　

電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
心
が
あ
る

東
北
６
県
に
お
住
ま
い
の
満
20
歳
以

上
で
、「
モ
ニ
タ
ー
に
お
願
い
す
る

こ
と
」に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
。

　

た
だ
し
、
総
務
省
お
よ
び
電
気
通

信
事
業
者
に
勤
務
経
験
の
あ
る
方
と

ご
家
族
を
除
き
ま
す
。

●
モ
ニ
タ
ー
に
お
願
い
す
る
こ
と

①
総
務
省
が
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

　

(

年
２
回
実
施
予
定)

へ
の
回
答

　

※
モ
ニ
タ
ー
全
員

②
各
地
域
で
開
催
す
る
モ
ニ
タ
ー
会

　

議（
10
月
〜
12
月
の
間
の
平
日
開

　

催
予
定
）へ
の
出
席

　

※
別
途
出
席
を
お
願
い
す
る
方
の

　

み

●
委
嘱
期
間

　

平
成
22
年
６
月
１
日
〜
平
成
23
年

　

３
月
31
日
ま
で
の
10
カ
月
間

●
募
集
人
員

　

１
２
０
人

●
募
集
期
間

　

３
月
１
日（
月
）〜
４
月
２
日（
金
）

　

※
当
日
の
消
印
有
効

●
謝
礼

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
方
お
よ
び
モ
ニ
タ
ー
会
議
に

出
席
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
別
途
謝
金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

●
応
募
方
法

　

は
が
き
の
表
面
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
送

信
用
紙
に「
モ
ニ
タ
ー
希
望
」と
明
記

の
上
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名（
フ

リ
ガ
ナ
）・
電
話
番
号
・
年
齢
・
性

別
・
職
業
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
携

帯
電
話
の
ア
ド
レ
ス
を
除
く
。
任

意
）・
応
募
の
動
機
・
モ
ニ
タ
ー
会

議
参
加
希
望
の
有
無
・
募
集
を
何
で

知
っ
た
の
か（
例
：
町
の
広
報
紙
を

見
て
）を
ご
記
入
い
た
だ
き
、
東
北

総
合
通
信
局
ま
で
送
付
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
以
外
で

の
応
募
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

●
選
考
お
よ
び
選
考
結
果
の
通
知

　

お
住
ま
い
の
地
域
・
年
齢
・
性
別

な
ど
の
構
成
を
考
慮
し
選
考
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

選
考
の
結
果
、
モ
ニ
タ
ー
を
お
願

い
す
る
方
に
は
、
５
月
末
ま
で
に
委

嘱
状
の
送
付
と
併
せ
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

な
お
、
選
考
さ
れ
な
か
っ
た
方
に

は
お
知
ら
せ
を
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

　

ご
応
募
の
際
に
ご
記
入
い
た
だ
い

た
住
所
や
氏
名
な
ど
の
個
人
情
報

は
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー

の
目
的
に
の
み
使
用
し
、
そ
の
後
、

廃
棄
し
ま
す
。

◆
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

　

総
務
省
東
北
総
合
通
信
局
電
気
通

　

信
事
業
課

　

〒
９
８
０
ー
８
７
９
５

　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
３
ー
２
ー
23

　

☎
０
２
２
ー
２
２
１
ー
０
６
２
８

　

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　

０
２
２
ー
２
２
１
ー
０
６
１
３

　

福
島
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
白
河
館

（
愛
称「
ま
ほ
ろ
ん
」）に
は
、
福
島
県

内
で
発
掘
調
査
さ
れ
た
土
器
や
石
器

な
ど
の
遺
物
が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま

す
。
親
し
み
や
す
い
展
示
や
む
か
し

の
技
術
を
体
験
す
る
こ
と
を
と
お
し

て
、
文
化
財
の
大
切
さ
に
ふ
れ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

常
時
体
験
で
き
る
活
動
メ
ニ
ュ
ー

の
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
雛
ま
つ
り
】

　

ま
ほ
ろ
ん
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ミ
ニ
お

雛
様
を
つ
く
り
ま
す
。
参
加
さ
れ
た

方
に
は
、
雛
あ
ら
れ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

●
日
に
ち

　

２
月
28
日（
日
）

●
時
間

　

午
前
の
部　

午
前
10
時
30
分
〜

　

午
後
の
部　

午
後
２
時
〜

　
（
受
付
は
30
分
前
か
ら
）

●
参
加
対
象

　

小
学
生
以
下（
保
護
者
同
伴
）

●
材
料
費

　

１
５
０
円

【
ま
ほ
ろ
ん
収
蔵
資
料
展
】

新
編
陸
奥
国
風
土
記
巻
之
八
宇
多
郡

　

巻
之
八
と
な
る
今
回
は
、
相
馬
市

を
中
心
と
す
る
宇
多
郡
か
ら
見
つ

か
っ
た
原
始
、
古
代
の
当
館
収
蔵
資

料
を
展
示
し
ま
す
。

●
期
間

　

３
月
13
日（
土
）〜
５
月
16
日（
日
）

【
ガ
ラ
ス
玉
を
つ
く
ろ
う
】

●
期
間

　

３
月
９
日（
火
）〜
３
月
22
日（
月
）

●
材
料
費

　

１
０
０
円（
２
個
）

【
時
代
衣
装
を
着
て
み
よ
う（
無
料)

】

●
期
間

　

３
月
24
日（
水
）〜
３
月
31
日（
水
）

　

勾
玉（
ま
が
た
ま
）や
こ
は
く
ペ

ン
ダ
ン
ト
づ
く
り
の
体
験（
体
験
メ

ニ
ュ
ー
に
よ
り
材
料
費
が
変
わ
り
ま

す
。）が
あ
り
、
開
館
日
は
い
つ
で
も

体
験
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

ま
ほ
ろ
ん（
福
島
県
文
化
財
セ
ン

　

タ
ー
白
河
館
）

　

☎
０
２
４
８
ー
２
１
ー
０
７
０
０

ま
ほ
ろ
ん
か
ら
の
お
知
ら
せ

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
モ
ニ
タ
ー
募
集
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バーコード認識機能で、
携帯電話から「福島県総
合医療情報システム」を
ご覧いただけます。

日　時　３月６日（土）　午後２時～午後４時
場　所　勤労青少年ホーム
講　師　株式会社アムコ  代表取締役  天野  良英  氏
演　題　「目指せ商品開発・つかめ時代の流れ」
入場料　無　料
主　催　小野町、小野町商工会

講演会のお知らせ
　涙の出ない甘い玉ねぎの開発や農商工連携の先駆けとして「さがみの桑茶」を手がけるなど、実務
家として各方面から注目されている株式会社アムコ代表取締役  天野良英氏の講演会を開催します。
　今回の講演会では、創業から現在に至るまでの実体験やヒット商品開発・商品化の鍵などをお話
いただきます。入場は無料です。皆さん、ぜひご聴講ください。

　1956年静岡生まれ。いくつかの職業を経験した後、1992年にアマ電子を設立。2000年株式会社アムコに名称変更。
　1996年自社開発による携帯電話迷惑防止対策製品「きってね」を発売。以後、タバコの小型ヤニ取り機「ホワイト・
ホワイト」や目にしみない甘い玉ねぎ「涙くん、サヨナラ」など次々にアイデア商品を開発。
　現在、実業家であるとともに、全国各地で特産品開発、地域ブランド作りを行い、農林水産省の「地域中小企業
サポーター」や独立行政法人中小企業基盤整備機構の「地域ブランドアドバイザー」を務め、全国的に活躍されてい
ます。

休日当番のお医者さん

月　　日 当　　番　　医 所　在　地 電 話 番 号

２月１４日（日） 石 川 医 院 三 　 春 　 町 ６２―２６３０

２１日（日）
石 塚 医 院 小 　 野 　 町 ７２―２１６１

こじま眼科(眼科急患のみ) 田 村 市(船 引 町) ８１―２３３３

２８日（日） かみや内科クリニック 小 　 野 　 町 ７２―３２１２

３月　７日（日） 遠 藤 医 院 田 村 市(船 引 町) ８５―２０１６

１４日（日） 大 方 病 院 田 村 市(船 引 町) ８２―１１１７

２１日（日） 大 久 保 ク リ ニ ッ ク 田 村 市(船 引 町) ８２―２５５５

２２日（月） 南 東 北 病 院 大 越 診 療 所 田 村 市(大 越 町) ７９―２１２１

２８日（日） 奥 秋 医 院 田 村 市(船 引 町) ８６―２０３４

＊電話確認の上、受診してください。
　詳しくは「福島県総合医療情報システム」をご覧ください。

＊こども救急電話相談（毎日19時～翌朝８時）
　プッシュ回線・携帯電話からは ♯８０００ アナログ回線からは ０２４－５２１－３７９０
　詳しくは「こどもの救急についてのホームページ」をご覧ください。

天
あ ま の

野  良
よ し ひ で

英氏
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行事カレンダー　（２月16日〜３月15日）
月　　日 行　　　　事　　　　名

２
月

16日（火）あそびの広場（９：30～11：30）子育て支援センター

17日（水）３カ月児健診・ＢＣＧ接種（受付13：00～13：30）公立小野町地方綜合病院
窓口業務延長（19：00まで）

18日（木）

19日（金）

20日（土）リサイクル本まつり（９：00～17：00）ふるさと文化の館
あそびの広場（９：30～11：30）子育て支援センター

21日（日）
休日窓口業務実施日（８：30～17：30）
リサイクル本まつり（９：00～17：00）ふるさと文化の館
第24回B＆G杯ビーチバレーボール行政区親善交歓会

22日（月）

23日（火）あそびの広場（９：30～11：30）子育て支援センター
２歳児歯科健診（受付13：00～13：15）母子健康センター

24日（水）窓口業務延長（19：00まで）

25日（木）

26日（金）ヘルスアップ運動教室（13：30～15：30）多目的研修集会施設
ふるさと文化の館図書館館内整理日（休館）

27日（土）あそびの広場（９：30～11：30）子育て支援センター

28日（日）

３
月

１日（月）
●交通事故ゼロ・歩行者優先の日
●春の全国火災予防運動（～７日）
●子どもの予防接種週間（～７日）

２日（火）あそびの広場（９：30～11：30）子育て支援センター

３日（水）１歳６カ月児健診（受付13：00～13：15）母子健康センター
窓口業務延長（19：00まで）

４日（木）

５日（金）育児教室（受付10：00～10：15）母子健康センター
第24回B＆G杯室内ゲートボール大会

６日（土）あそびの広場（９：30～11：30）子育て支援センター

７日（日）●消防記念日

８日（月）●国際女性デー

９日（火）あそびの広場（９：30～11：30）子育て支援センター

10日（水）献血
窓口業務延長（19：00まで）

11日（木）こころの相談室（10：00～12：00）母子健康センター　
人権相談所開設（10：00～15：00）母子健康センター

12日（金）中学校卒業式
ヘルスアップ運動教室（13：30～15：30）多目的研修集会施設

13日（土）あそびの広場（９：30～11：30）子育て支援センター

14日（日）第19回スプリングフェスティバル
９カ月児健診（受付13：00～14：00）柏原クリニック

15日（月）●シルバー交通安全の日

　12月に実施した水道水の水質検
査の結果は、次のとおりです。

試験項目 水質基準 試験結果

一般細菌 100CFU/ml以下 ０CFU/ml

大腸菌 検出されないこと 検出せず

塩化物イオン 200mg/ｌ以下 7.5mg/ｌ

有機物（TOC) 3mg/ｌ以下 0.6mg/ｌ

ＰＨ値 5.8～8.6 7.2

味 異常でないこと 異常なし

臭気 異常でないこと 異常なし

色度 5度以下 <1度

濁度 2度以下 <0.1度

◆問い合わせ
　地域整備課　☎７２―６９３６

　「小野小町ふるさと応援寄付金」に、
申し込みをいただき小野町をサポー
トしていただいています。
　ご協力ありがとうございます。
　寄付金を納入いただき、広報紙へ
の掲載承諾のあった方は次のとおり
です。

佐藤　武臣さん
（神奈川県相模原市・文化体育支援のため）

◆問い合わせ
　企画商工課　☎７２－６９３９

サポートに感謝します!!
“小野小町ふるさと応援寄付金”
 （ふるさと納税）の寄付状況

上水道加入の
皆さんへ
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この印刷物は、FSCの基準に
従って認証された適切に管理さ
れた森からの木材を含んだ用紙
で印刷されています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

※この欄は、届出の際に同意を得た方を記載して
います。

氏　　名 年　齢 行政区
蓬　田　ヨシ子 83 本　町

渡　邊　佐代子 73 仲　町

先　﨑　ヨシミ 93 大　八

大　平　揚　紹 72 荒　町

鈴　木　ト　ク 89 雁股田

草　野　ナ　カ 77 飯豊上

宗　像　彰　一 71 夏　井

（12月届出分）
鈴　木　榮　子 76 雁股田

（11月届出分）

おくやみ申し上げます

　　　　　　　　　　　　　　　　お誕生おめでとう
氏　　名 父・母 行政区

新妻　　渉（わたる） 　浩　・玲子 飯豊下

村上　こころ 正弘・志麻 飯豊下

遠藤　早紀（さき） 　栄　・由美 吉野辺

新田　結衣（ゆい） 宏樹・文江 浮　金

（12月届出分）

平成21年12月１日現在
　人　口 11,381人（△11）　
　　男 5,526人（△８）　
　　女 5,855人（△３）　
　世帯数 3,748世帯（△１）　

平成22年１月１日現在
　人　口 11,368人（△13）　
　　男 5,523人（△３）　
　　女 5,845人（△10）　
　世帯数 3,740世帯（△８）　
 （　）内は前月との増減　
 福島県現住人口調査結果から　

町の人口

税　目 期別 納期限

固 定 資 産 税 ４期
３月１日(月)

後 期 高 齢 者
医 療 保 険 料 ７期

●納め忘れのないように、ご確認く
ださい。

●納期内納入にご協力をお願いします。

町税等納期のご案内

　●●●（美）　●●●（美）

　恒例となりつつある小野城復古会（小泉
哲弥会長）の新年を祝う花火打ち上げと初
日の出を迎えるイベント。
　眼下には、雪が降り積り幻想的な雰囲気
の市街地が広がっていました。

　夏井川（夏井千本桜付近）に、白鳥が飛来しています。
　こまち湖にも数羽いるとの話を聞き行ってみましたが、
この日は湖面が凍っていて、残念ながら白鳥の姿はあり
ませんでした。

おのまち  Photo  gallery


